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7月から10月までの退院患者に係る調査について  

1．調査の目的   

O DPC導入の影響評価を行うために、診断群分類の妥当性の検証及び診   

療内容の変化等を評価するための基礎資料を収集することを目的とする。   

2．調査方法  

（1）調査方法  

○ 平成17年7月から10月までの退院患者について、「診療録情報（診  

療録に基づく情報）」及び「レセプト情報（診療報酬明細書に基づく情  

報）」等を収集する。  
（2）調査対象   

O DPC対象病院 82病院  
特定機能病院等（大学病院、国立がんセンター、国立循環器病センター）   

O DPC試行的適用病院 62病院  
8国立柄院、25社会保険病院、29民間病院等   

O DPC調査協力病院 228病院  
平成15年度から調査に参加している病院  20病院  

1国立病院、9社会保険病院、10民間病院等  
平成16年度から調査に参加している病院 125病院  

9国立病院、4社会保険病院、112民間病院等  
平成17年度から新たに調査に参加した病院 83病院  

4国立病院、2社会保険病院、77民間病院等  

（3）調査票（別紙1）  

3．調査の実施状況   

平成17年6月14日   

平成17年6月28日  

平成17年7月～   

平成17年8月～   

4．調査結果   

次ページ以降  

調査説明会開催  

調査説明会開催（平成17年度から新規に調  

査に参加した病院のみを対象）  

調査対象病院における調査開始  

エラーチェック、データ集計等   



集計結果について  

○ データ処理フロー（平成17年度調査・一般病床）…… … ・P3  

・P4  ○ 分析対象データについて・‥・・  

（結果表等）  

分析対象外としたデータの状況   

○ 病院別の状況について…… …… ……… ・PlO  

（結果表等）  

各病院の在院日数の状況  

在院日数の平均の差の理由の検討方法について  

各病院の在院日数の状況  

施設類型別の差の要因  

入院経路等の状況  

退院先の状況  

退院時転帰の状況  

再入院の状況  

○ 各病院類型での患者構成等の違いについて… … … … P44  

○ 診断群分類別の状況について・・  

（結果表等）  

診断群分類別在院日数の状況  

・P45  

○ データ処理フロー（平成17年度調査・精神病床）… … … ・P98  

○ 精神病床に係るデータの状況について… … … … ‥ P99  

（参考）平成17年度調査における様式1… … … … … Plll  
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データ処理フロー（平成17年度調査・一般病床）  

※本集計では、アウトライヤー処理は実施していない。  
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分析対象データについて  

1．斬分析対象データの状況   
○ これまでに厚生労働省が受領したデータのうち、7月から10月の退院   

患者に係るもの。   
○ 本集計において分析対象外としたのは、以下のようなデータでありその   
状況は次ページのとおり。   

・診療録情報の重複提出   

・在院日数1日以下   
・ 外泊＞＝在院日数   

・ 年齢0歳未満120歳超   
・入退院生年月日の誤り   

・ 一般病棟以外の病棟との移動   

・ 24時間以内の死亡   

・移植手術あり   

・ 自費のみ   

・ DPC該当せず   

・4／1以前入院、7月から10月退院以外のもの   

・ 治験の実施   

・ 生後7日以内の死亡   

・厚生労働大臣が定めるもの（平成16年診療報酬改定により保険適用  
となった手術等を受けた患者）   

○ 今回の集計においては、アウトライヤー処理は実施していない。  

2．平成14～16年調査の再集計結果との比較の条件   

○ 分析対象データは、平成14～16年において全て上記の条件に再整理。   

○ 社会保険病院について平成15年度調査で3ケ月分（8～10月分）の  

みの提出病院は、平成16～17年度調査も3ケ月（8～10月分のみ）に  

絞って集計。   

○ 平成15年調査結果分については、平成15年度調査に参加し、平成  

16年度調査に参加していない医療機関に関するデータを集計から除外。  
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